
















　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大を受け，2020 年 4 月 7 日に 7 都道府県
に発出された緊急事態宣言が 2020 年 4 月 16 日に全国に広げられ，5 月 25 日には全都道府県
で解除されたが，椙山女学園大学においては前期，原則，遠隔授業となり，1 か月の準備期間











　授業前半に実施した描画（第 2 回），授業中盤に実施した web アンケート（第 3 回から
第 11），授業最終回に実施した描画（第 12 回）の 3 部構成で報告する。いずれも，Google 
Classroom に紐づけられた Meet による双方向授業で行った。
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界マンダラは画面が 3 × 3 に九分割され，「あらゆるイメージを含みながら，なおかつ 9 つの
枠にきれいに整理しようとしている」ことに着想を得ている。
　原法では，セラピストがクライエントの眼前で，A4 用紙にマジックインクでフリーハンド




















　（1）描画 A（大学 3 年生）
　　右下から反時計回りに中心に向かう順序で描かれた描画である。












































　（3）描画 C（大学 3 年生，一人暮らし）
　　中心から時計まわりに右下隅の順序で描かれた描画である。　


















































　（1）　調査日時：2020 年 6 月 10 日から 6 月 17 日
　（2）　調査協力者：椙山女学園大学の女子大学生 45 名（平均年齢 20.2 歳，SD=0.92）




2020 年 2 月頃から緊急事態宣言が解除された 5 月 25 日頃，②緊急事態宣言が解除された
5 月 25 日以降について，いずれも「1. かなり弱まった」から「5. かなり強まった」の 5
件法で尋ねた。また，③ 2020 年 2 月頃から調査時点までの自身の外出自粛の程度を「1. 外
出自粛をしていない方だと思う」から「4. 外出自粛をしている方だと思う」の 4 件法で尋
ねた。
外出自粛前と比較した変化：④生活リズムを「1. かなり不規則になった」から「5. かなり


















　（1）　感染状況の変化に伴う感じ方：5 月 25 日前後における不安の程度に関する内訳は図
2-1，平均・SD は表 2-1 の通りであった。外出自粛の程度に関する内訳は図 2-2 の通りであっ


















られ，5 月 25 日以前において不安が高いほど外出自粛前よりも生活リズムが規則正しくなっ
たことが明らかになった。さらに緊急事態宣言以前の不安の程度を 1 か 2 で回答した者を L
群（4 名），4 か 5 で回答した者を H 群（32 名）として t 検定を行ったところ，不安 H 群の生
活リズムの変化（2.28 SD 0.72）が L 群（1.25 SD 0.25）に比べて有意に高かった（t(34)=2.35，
p<.05）。不安を感じやすい調査協力者ほど自身の生活環境に敏感である可能性から，危機感の
高まりが自身の生活リズムの安定にも影響を与えたと考えられた。
　次に，外出自粛の程度を 1 か 2 で回答した者を L 群（18 名），4 か 5 で回答した者を H 群（27


























得という点では課題が残った。また，質問が出たら全体 Meet で分析手順を示したり，Google 
Classroom で分析方法を添付して工夫したが，個人の進度・理解度が異なる活動を，遠隔授業
において十分に把握して進めることは難しく，今後の課題である。










































図 3-1. 描画 E（心の天気）
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図 3-2. 描画 F（心の天気）
図 3-3. 描画 G（心の天気）
描画 E を描いた学生の描画後の感想：右半分の雲がとても大きいことに気がついた。コロナの感染者が急増し、いつ自分
が感染してもおかしくない状況に加え、この状況で就活をどのようにしていけばいいか分からないという気持ちから、不
安がかなり大きくなっているのではないかと思った。何気なく描いていたけれど、不安を表す雲の影は自分が立っている
すぐ近くまで迫ってきていることにも気づいた。他の学生さんの絵を見ると、自分と似たような絵を書いている人も多く
この気持ちは皆同じであることを知り少しほっとした。
描画 F を描いた学生の描画後の感想：もっと明るくなり、心がすっきりしたいなと感じた。前向きに考えられることが今
の私には必要なのだと実感できた。
描画 G を描いた学生の描画後の感想：自分が今何もかもいったん忘れたいのか、闇が見えた。今の現状は、コロナウイル
スがまた流行り出して不安な面、学校のレポートが溜まっているストレスが表れているのか、と感じた。コロナウイルス
に友人がかかってしまったダメージが自分の中で大きくなっていることを感じた。自分にも迫ってきているともに、恐怖
と不安が入り乱れているのだと感じた。コロナウイルスがここまで大きなものになるとは思わなかったため、自分の中で
も気持ちが追いついていないことがあると思った。またコロナウイルスが流行する前の普段の生活にいつ戻れるのか、コ
ロナウイルス終息の目途が見えないため、考えるだけで恐ろしいことだと思った。
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遠隔授業状況下における質問紙法の習得および描画体験の授業実践
3．心の天気を遠隔授業で用いた成果と課題
　外出自粛から徐々に通常の活動が戻ってきた矢先に繁華街にクラスターが発生し，実際に受
講生の身近にも感染者が出るなど，県独自の緊急事態宣言の発令直前で，不安が高まった時期
に実施した描画であった。本稿には一部の描画しか紹介できなかったが，感染拡大が収束しな
い怒りやイライラや悲しさ，外出自粛とアルバイトなど活動の間で揺れる葛藤，今後の就職活
動や生活全般への不安が，もやもやとした曇天や雷，雨，霧，水たまりなどで表現されていた。
同時に，未来への希望やささやかな楽しみ，就職活動が終わった達成感などが，太陽や花とし
て表現されていた。
　本法は，導入が大切である。閉眼してリラックスすることで，開眼時に見えなかった感じに
気づいた，描いているうちに違う気持ちにも気づいた，吐き出せてスッキリした気分になった，
という感想も見られ，遠隔授業でも，モチベーションと準備状態が整っていれば，リラックス
状態への導入が可能で，「自分の感じ」を捉える体験ができることがわかった。
Ⅵ．まとめ
　本稿では，外出自粛時の大学生活をテーマに学生が主体的に考えて心理学を学ぶという少人
数教育の活動を，双方向による遠隔授業で実践した報告である。描画を見せ合うことについて
は，描画そのものに関するプライバシーの問題と，プライベート空間が映り込むというプライ
バシーの問題が二重にあるため任意としたが，全ての学生が承諾して発表してくれた。学生の
感想にもあるように，絵を描くこと自体にカタルシス（浄化）効果があるのに加え，可視化す
ることで自分の気持ちを改めて捉え直す機会にもなり，さらに学生同士が発表して類似の描画・
語りを目の当たりにすることがコロナ禍における不安の軽減にもつながったと感じた。データ
分析と描画を通して，コロナ禍における大学生の現状と心理について，一部ではあるが，学生
と共に捉える活動ができたのではないかと思う。
　
　＜付記＞　描画および研究の論文掲載に同意してくださった 2020 年度ケースメソッドⅡ（安
立）の受講生のみなさん，ありがとうございました。
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